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に反しては ならない 0 
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人门 遇刹な地域ヵ.レ稀少の地域へ 
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クラ >> ス，ゼルツナ|の如&人士が國只社#主兹獨逸穷 «| 黨中その使命に關して香き記 
すやぅな時には、同時に自己の生涯の1端をも記述するものであります。 

ffi 秣ア- トル フ •ヒ トラ ー が 極く 少數の £1:志と共に獨逸3ために激烈な 5)| 带を開始する 
や、わがクラウス*ゼルツナーも直ちにヒトラ一の下に馳せ參じたのであ0ます。 » 千回 
となく 行 はれた Js ai ft tc おいて 彼 ゼルツ ナーは 雄 辯 * として 獨逸挝衆を收拾し短き£: 1 * と 
絕穿の中から立上らしめたのです。 

彼は 獨逸の 勞働齐 を阈際 マルキシズムの 律女から 5| »し，神架なる«呙的思想にょつて 
感 * 興起せしめ，また糾«者としては下からすろ獨逸赍働©線の大^^の完成に盡したの 
であります。 

日本0阉民諸君にお<るこ©小册子は-嫌 ^ とその同志の娃投運動や-阈拔杜會+:族獨 



逸勞働黨を民族の世择觀的良心として發生せしめ*つひに2黨が新しぃ獨逸を形成し人類 
史上の 新時代への 前進を 開始せ しめる 力を 持つ に 至る までの 不屈の 活動 •脚 爭 •播牲 に 就 
いて 語る であり ませぅ。 
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獨逸 大使館 文化 部長 

ラィン ホルト •シュルツ X 
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— 戰時 における 國民社样主義獨逸勞慟黨の事業 —— 

獨逸阈 分 議 M ゥラ ゥス •セ ルツ ナー 

!、黨员の半分以上は軍務に 

阐家の支柱たるべき獨逸阔民社衿主较^:慟寐(ナチス)が此の阈難に際して*多の大 
事業を 完遂せ ねばならぬ のは 貫 ふ 迄 もない ことで あつて、 そのために は 黨 员全 «6 が|致 « 
力 各 ，：n 皆 一個 q 同 ar 的、 卽ち W 逸の 必勝に 向つ て 進せ ねばなら y 。 而 して®^, が 如何に 
長期に苴るとも*此の大貴任は戰爭の全明問を通じてナチス 1 の全 « の « 肩に懸つて居る0 
しかも其の仕事の釐は*弔時のそれょりも多大なのに、それを黨爲平時の半分にも足らぬ 
少人數を以て遂行せねばならぬ。換言すれば )!{ 時の仕事は ¥- 時のそれに比すれば、更にそ 
の 二倍に も" 三倍に もい な それ 以上に も 相當 する ものである 〇 だからた とひ 同 鷇の 仕事を 



す— t それを 仕遂げ S め、 そ el し 1 1 活用す るには， 寸分 も 見込み 違 ひな 
ど e 無い 棵な 的確 情 f 打 f して 行か なけ C ばなら ぬ。 現に 1 の 半分 以上 か® 務に採 
用せられ て 居"、 その内には ナチ Kf 於け る— を带 びて 居た 人* が. 今日は 取に 兵士 
として 或！！ 将校と して 或は 司令官と して 各* 軍務に 就いて 居る。 曾ひ換 へれば これら 取 
5 各 て. こ S ナチ 乏 置が 代— られ て？？—。 

この 兵— 人 Q こと K? は • Isis— き蜃— 示して 居る。 今や 陶 
羚1の大多数はこのナチス 1- 吕でぁるのだが'それ等の人*か现责としてその晋 
兵役 K 服して 居る ので— そして 或は 飛行士 ともなつ て 居れば. 海兵と もな つて 居る の 
で—。 し tl 年交轉 で 相® •ふて 各* S に 服して 居る ので わる。 これは i ナチ ス黨 

指導 勢？— が' 悉 < l 5 sf f SSI 51 る 

ので I 斯くて— に從 半— 達は 機 到りて 命令一下 すれば，® ちに 1 服 
C 代へ る 事に — Q で， つまり 男と 云 ふ 君 協力者— が* I に 立ち働き 、軍隊の 活動 
をい やが 上に も— せし むる Q に-ナチ XS 力が 大いに* づ かつて 居る？！。 

ニ、 ヒ トラ ー 總統は 全獨 逸の 象 ® 
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• ヒ トラ ー 總铳こそ « にこの戰時に於けるナチス黨の首領であり、全獨逸の時とカとの神 
秘を A a してゐ る 首領で あつて、 獨逸に 必要なる 訓示は •悉く 之を ナチ ス羝 に與 へ、 その 
政诒上の方針を示して居るのである。斯くて總铳訓示は*度ちに黨の指導奢琪務局に依っ 
て •光人た る * 機播に 俥 達せられ るので あるが-ナチ 政府* 祇 隊おょび經淌機關と 
の接觸 は •總 てこの 黨指導 者 琪務 局が その 資 任を 負 ふので ある。 黨の 首腦が W 民 的各櫬 構 
と接觸して居るので**と«家との相互の關係が都合好く運用される。この組 « は粗なれ 
ども 堅牢で あつて、 ょく 目的を^^ し ^ る 接に 則來て 居る ので ある。 

であるから 此の 組 a は 一方に 於て は 闽埒の 願 ^ 苦痛 おょび 一皎の を 知る ことが 出來 
他方に於ては常にこれに依りて，總統の意志と願望とを彼等に傅途することが阳來るので 
e る' そして 相互 信® の 蜻神が 出来 上る ので あるが •これ こそ 總较 と阈尺 とを 堅く 結合し • 
敵をして驚 «? 投怖せしむる神秘の紐帶とも稱すべきものである。ナチスの酋腦は-この組 
«砬の紬胞速凇を維持すると云ふ大棄を&はされ、そして » 員を訓練し*この政诒的紐» 
內に共の指 « 的幹部 « を選拔することが彼の歧贵である。かくて大覷人臣は戰時に於ける 
黨0財政耍求が烘して充分に實行せられて居るや否やを監視し、又穴傅将長は科學的，組 
梭的な政治訓練を«すのである0この訓練こそ現«爭に於ける獨逸 » 民の自な心を强めて 
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居る Q であつ て* 又此 の哦 時宜 傳は 唯た— に w しての みのも 3 では 無く •廣く 全 世 
«. に對して霞資を # びて居るのである。 

三、 獨逸 指導者は 世界の 爲め に 勧勞 

斯くて 獨逸 ^2ぉょび其の « 任ある指導者の仕 ¥ は，杵全世 # «幸 # の爲めに勤勞3'* 
その 公的な— は 裳に 對し 1 %與 へて® るので ある。 例へ ば f 制度 や， 秦 政策 或 

ひは IQ 1 S する— - S ちそれ で ある。 つま®' これらの ことは， 皆 四十 三® のナ 
チ K 塞の 解 域-® ち 約 マ 席の 甚 敗に 依りて 完成せられ たる I の染換 であつ て， 此等 
を黨 の 中央^-部が 綜合し 共 s 寊ヵ备 揮す る わけで* る。 卽ち ，違つ た sw を 有する 獨 
逸阐 S 政務が， ナチ ス 地方 政 麻に K 分せられ て t ので あつて、 i る ナチ ス® 地方 支部 
•长 は* 彼の 稱域に 於け る 一紋政 治 _や人ロの現狀は勿論，政治，經濟*敎育等の阐讨生 
汚の '« 0こ對し * 任を負ふのである。これは « に一大 « 任である。しヵし闽民の嫌統に？ 
する « 任’崁 » ‘愛菸0念が $| くべき程な 0 で*これが地方支部长の仕事を大に -# 祛なら 
丨-め て &る。样苜すれば此の地方支部长に依りて尚民に傅速せらる、ものは，元米ヒトラ 
— 細 統の埋 念-つまり 各 獨逸 人が自 0* ら平日 3 生活を 規 IE し， 自から & んで舉 « 總動はの 
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一人と なり 一迪 强い ものに ならなければ ならない とい ふこと である 。そして この ことは® 
民 も 充分に 知り 拔ぃて 居る ので ある。 

斯くて黨の地方支部長は其の地方の货鹿ゃ行政你吏等に依って支持せられて居るのであ 
るが*特にナチス黨の地方行政竹腦者に躭て |1 ふならば黨の紐織 <|5 に * 任を負ふ本人自ら 
が 糾織 |» の « 際的保 » 宥たと云ふことである0 # |^ 八，次の砘爭は容易なことでは無ぃ。そ 
こで ナチ ス 黨は多 鈕の附 夼—を 持ち •しかも 夫れ を 少数の 人々 に 依つ て 成し遂げな けれ 
ばなぬ樣になつて居る。隨がって«の地方訓練所それ自身が亦筑要な地位を占め叛0の訓 
練*は勿論、 « 指導^*成等も|し、訓練を經たる講師は、肫眾明晚な言辭を以て、今次 
對英 ^ ^ の » す必然的站 -36 につき阈民を啓發することに努カし此の爾大時ぬに # 行される 
刊行物 も W 民の 注意を 喚起し なけ n ばなら ぬ ことにな つて ゐ る。 此 0 點新聞 「シユ I ルン 
グスブリ— 7 」 % - 「ホ ハィツ トレ ーゲル」は-其ハ諛者を啓致することに他の諸新聞ょ0 
も多大の貢 ^ を 8 して «- る。又「シユールンゲスブリ|フ」誌は今次戰举に際し創刊され 
たもので あるが* 現在 旣に七 tf w から 八 ft* 萬の 部數を 川して 居る。 

斯くの如く訓練方針には先づ一般的規程が企畫され、之に隨ってそれ^*の方法が採用 
せらる-と 云 ふ »だが*此の地^<紐織の ^ 務局の仕事は笫一に現 « の川來琪及び日常の 




問埋を處理して行くことでぁるが*これらの問韪は槪して ¥ 政とも關聯するのひ围體の箪 
续が處 近す る。 特に 敵機に 威嚇せ らる 、地域に 於て は、 一刻も )1 滞なき措 !^ が必央とさ 
れるので « 軍務踝が代行するわけでぁろ。 

四、 黨地方人办埼の仕事は戰爭の爲め 

又地方人事 0 がぁつて、その撖務は地方紐織咁 » 局乂は.調練所等と铃 © 補堆の關係を持 
ち、其の主なる «:' 氺は、戰 ^ の爲めに生じたる多人の人的 ^ 耍に對し-趿られたる人3!: 4: 
活附 する ことで ぁる。 以上の 通 0嗾務上眾壤 »| 係の仕银が最.も爾耍でぁる。例へば獨逸の 
領 ft JC M した 新地 域に 人物を 配 ^ する が 如き も その 仕 取の 一つで ぁる。 それ ^ の 地域は 以 
前谲逸锁でぁつ次のを取0戾したのでぁ 0 て、蘇の地方管轄；3:域の數は*千九百三十八年 
以來四十三州に增加し、之を共の以前の三十三州でぁつたのに比蛟すれば丁庞四分の一增 
加した ことになる。 そして ノル ゥ HI - フランス、 ベル ギ 1*ポ|ランド等の .*.- 領地或に 
は •總 W 府の 人琪 に 成秘を 琳げ ねばならぬ o 全 た ナチ K :* の 地^ K ' t 傅の 職務が 特別に 菜 •要 
視せられてゐるが-新聞の時局饼道-しかも其の報近の迅速なることを觀ても、如何に報 
道 @ が 教時の •要務を ^ して 居る かぐ 判る。 以 k 述べ 來つた ところに ょり 吾々 獨&勞 勖戰 




線が * 行して ゐる备 挫の 仕 1 if に特利 の 注意を 拂ふ 必要が ぁらぅ。 

五， 近代的 戰卟 t § 制 眼 立つ 

如何なる 1 も ' K 逸 S 如 <產 業が® んで そして® 時 E 制が 近代的で、 そして 其の 擎 
要件に 阈饬 0 大部分を 傾けて 居る 國な らば、 鈇 後に 於て も前 線に 於ても* 必勝© 信念が 相 
一致して 居る W W が 特に 眼 立つ 窖で ぁる。 斯棵に 劁を把つて舉國ー致の碑場に起つてゐる 
戰時 下の 獨逸资 ® i 2仕事は’他の如何なる勤務ょりも !« 勝の完遂に全カを « 中しなけ 
1 1 らぬ ，此の 決心 を以て此の « «|| 1| 的は三千ニ|入以上の獨逸勞倒强線の ^ 員を世 
話し彼等の捕利を掩述する。そして勞働^^遇 |1!| 越は*いろいろに阪別せら |1 て居るが* 
其の内には住宅に關ずること， « 族に對する世话.婦人の瞰龙斡旋.龙夜兼 -1 の创始，又 
は1=瞄無休業等のことが-倘人 |- 滿足 ^ 與ふる揉に解決されねばならぬ。これ士.问時 11: « 
K - 全 對 & として |0 利益も «(| !«; して疗かねぱならぬ。 そして此の ^ , '». 的社 # ^=祕1明3棄 
は-第一 獨 逸* 民に 對する 冬期 救濟* ^と问時に*新たなる大 »| «移住又は危險地域ょ0 
•の引描げ «» 關すること等，琅耍なる問題を處理して行かなければならぬのでぁる。*の婦 
人® 盟も いろいろ K 分れて 居る？— が* 特に i 下に 於て は， 墓 装と— 蠢と 
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1密接に協ヵせしめるこ士，例へ « , 瞰 * 崧人に對する世話-母子阐樣の安全を |3] 0 て遣る 
ごとが， ナチ ス % 0地方闽骷の處埋ずる赴も * 3& なる阻内に |« して居る〇 

ナチ ス 10地方亊務所では公衆の保批問迎を取扱 0 て居るのであるが-これは班爭の爲 
め 器の 所在が 制限され たから « 結讲でぁつて，此の取務所は公衆の保抽に就て-黨當 
地方 -|1- 麻の協ヵを得て、市町及び衬落の人ロに應ずる要求で砵實に充たして居る0斯くて 
»陕 で^! の as を ® し •爲 めに 疾病 增加 の危除 が あるに も拘 はらず 獨逸 W K の ® 康狀艋 
は 平時に * 0無く.適當の » 療が保通されて居る。其の他新た扣<5择せられたる地 « が， 
その班時行政资 '« # «任命に關する要望にはナチス 1 地方人事主務局がヵを添へて行かね 
ばなら ぬ。 

波等は史に一步 *- -進めで*公吏たるもの《唯だ阈内の事$習熟 «11 皖するのみなら中> 
斯かる新地域に赴任する時の用窓を豫ねて養成して {£ くべきことを知悉して居らねばなら 
ぬ。 ナチ ス » の地方祺務として祺ら行ふべき仕事は，斯かる問埋を解決することでこれが 
fit ® 耍な 5任であるが，是は種々の理由の3めこ、に淪 3 する譯には行かぬ0 

六、 ナチ K 满の 農業 政策 
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祐逸 W 民は 伏 太 利 及び 日本 H 民と 同楼 に •人 〇は多大で國土は狹小である。それで 2. 0 
ナチ ス1地方局 |0 仕琪の中でも-農 * 政策は蚊も*耍 || されてゐる、斯く國土の狭小な此 
0 三® 民の 轾濟 政策は、 I 定の 方針に 從ひ 最も 便利の 方法を 以て-適 當に 其の 生* 物を* 
理して 行かねば ならぬ。 殊に 食料 問® に 於て 最も 其 0 必要を* g t るので ある。 ナチ, <麄 地 
方栽判所が全阏民に對して戰時下に於ける法律上の戒飭を與へて，*法の精神を耍望して 
居る0も> # 竟此等の政策を * 行せんが爲めに外ならな 1' 0である。裁判所は| » 法侓家 
に射しても亦政治的轼鍊を耍罕したのである。 

七* ナチ ス 1 の敎脊 行政 

ナチ K ffi K M 脚盟に » する 該地方 局の 敎 育行政は、現在全敎0の*割が裉睬に在るに拘 
はらず、能<共©行政的措涩そ缺けて居る，如ち © ^ に關係 * る學生冏埋も處理され、或 
は 先生と 一緒に 子供 等 t lll 舍に送 0込 むこ 4 など も 都合 好く 運ばれて 居る。 これらは a て 
ヒ トラ 1 W 年 M , 敎 昌 聯盟 及び ナチ ス 1 保安 掛等の » カにょるも0で |> る。又これらの堆 
方 '« 栉に就ていへば講師とその聽 «| 者との關係を一言せねばならぬ，卽ち戰爭の 8 めに昧 
に！* « ^- の數が限られて居るのに，新たに孜けられた獨逸 |« 立キ箏が3<にそ等の » 師を爾 



¥ i . 11«> s ^ nf ^ 

して 行かなければ ならぬ。 しか も大 121 が 1 に f- I •を： 史 に® 地に I 

せし む ft 彥な 本ら 益— 3。 そ Q 他 中—— へ f sf 篇と QK 

1 を 以て 業— めて 居る の でぁる。 i 死傷者に？ る ナチ ス 地方 部の 保®— 
(此 Qla 平時に 於て 為 s 定則が 明 e - HV ら 4 て f ； 爲 爭 益* F - 要® せ 
られ る。 何と なれば 新犧牲 者に 對する 保護が-前 •«:. 界大 教の极 牲 者に 對 する それ— こ 行 
はれて 行かねば なら ぬからで—— に ¥1 ， 3 部 除— 校— チス地 
方 * 體とに委仔せられてぁる0 

八、 •親 衞隊は ® 戰の 合格者 

f 

現 S 靡 練に f 棒げ て® い— は. 旣 S® に 合格し— でぁつ て， 今な 
ほ S で 活動して 居る 突 # 保の爲 めに、 2 I 肝 £|しき 練 s —勵 して 居る ので ti 
衞 Ktii 士 i3f ^ s せしめ-その M に 在つ て-突 擊隊 との 連絡を 維持して 
行かねば Is. 突 S 島 泛 • Is§ 軍人と して* 他面 軍に* 
虔8 として’— 完 S ためな さる べき 附帶 Q— を 持つ て 居る。 益— 1 さ 



れた役 _や 、公安に 關係 ぁる 親衛 觖長の職資も勿淪、戰爭の業務でぁる。义》民社會主義 
自列也操縱士 |«1 は ?{ 平の決 * 的役2::を勤むるものでぁつて*發動機に對し敁大の關心が拂 
はれる • . |:1 觔祺運輪の 3 途現狀についていへば練 19 ^ 校の多數なること、 ^ 能の運轉手を 
大に 利用し 得られる こと 等に ょ つても ^ 祛に 看取せられ - nzu - 人的 * •姿の 多大なる にも 拘 
はらず、 決して # 門 的 運 W 手の 缺乏 を來 さない 程に _ 成せられ て 居る。 又 ナチ ス 空 取は 
飛行士の豫備練習を挢當し’夙に厥举勃發以前に於て總枝及び其の帘洵令官の爲めに最 # 
の笮仕を遂げて居る。この空軍について今日では操縱士の免許取扱事務が獨逸勞慟^^の 
主なる仕祺にさへなつた程發達して居る。又ヒトラー靑牢團及び獨逸少女 |« «! も、全く © 
(3! 行琪に沒如して居るのでぁるが"吾々は彼等の奉仕ボ粱のぅちに此の * 戰 ^ 備の请神を 
認知することが /« 來る>詳言すれば抅逸 0 肢技に於て收榷勞慟に於て冬期救濟$に於て 
之を 知る ことが 出来る 0 

九、 ナチ スの勞 働 奉 什 

わが 靑年の 大半は 勿淪前 線に慟いて思るのでぁるが -* ヒトラーの戰爭指珥靑年鬮良は丨 
锊各々 |« 度の_練を經て « るのだから- 1 U . その ナ テスからの 命令 疋接するや否や-直ち 



» 行に ^ 手し行る^^が接ふて爝るのでぁる。 :-#11 ::々はこの 5? 拗奉讣に|段の注意を喚起す 
べきことを忘れてはたらぬ0この »; 要さは他に比ずべきものもない^勞 * 奉什は|拉に知 
られてゐろ通り ^ 純な方法にょつてその2、戰爭狀態に移行し掙るわけであるが*その功 
緝 の 多大なる ことは ^ て 之を 詳述す るまで もない ので ある。 

一 〇"歡喜カ行 |« のこと 

又歡：外カ行削が取隊に對して至れり盡せりの世 ^ を燒いてゐることを叙述士ねばらな 
ぬ。 ^ 陕がたとひナルビクにあリ、又はアフリヵに在0、將乂何 ^ に在るにしろ歡洚カ行 
阇は その 世 ^ すべき ^ 陕に K して 如何に これを ® 安すべき かを 常に 知つ て 居る。 例へ ば大 
規樓： ：關咨館を設けて*取隊が任意に押轿を借 /|| すことが出來る様にするなどでぁる0そ 
れで各 兵 ：5!:等は、閑职そ利用し心神を向上せしめ应 ?? ハ辅くの -* みを享受することが出來 
る。 乂ナチ K 及び 衹除と 相 協力し' て 移動 ^ 店を 設立し 兵士 等の a lf 欲を 充 たす 様に して® 



以上 述べ 來つた 通り •ナチ ス黨 の 地方 領袖 等は、 每月 刊行せられ る萆赛 情報を 通じて 連 
終を はかつ てゐ る。 これを 要するに ® 時に 於け る ナチ ス琢 は、 その 支部と 其に 獨逸 W 民に 



~ J0 — 



1: 屈の情神を與へ，敵性の .« 化に感染せざる鐵ゼ (〇 意忠を « へしめる。斯くて數 ?| «0 $| 
與兵は -?數の贫憲て‘柑導せられ地方支部の助ヵを得て，唯た而¥なる一筠の理念に燃ゆる 
完全な一阈尺とー銀へ上げられて « る。此の|箇の理念は一語で言ひ現はすことが出來 

I 

る 〇 それは 「勝つ」 と 云 ふこと である。 



ナチ ス黨綱 領 

- ， 「約 領は不 礎の も 3 な b 」 

ニ、網妬は1:十 :/1: ^ 條.丄り成る 

ぬ。 ナ 一 ス ruf rr 史 i す iif 瘡— 養れ ぱ なら 

，ニ ：^ m ud rnii— し . ~ 火 

S 倉い— 

いて 「こ klrt エ If 塵— 

og Iih,l iiit i 

unf f ¥1 【 f I 。 

u ——1! く f ル 了 i . サン i ル is 



8 粲 要求。 

三、 國 土 (植民地) の 要求。 

四* 「國 W 同胞」 ( フオル 汐スゲノッセ)のみが獨逸公民たりぅる。 

を有十る者に限らる。すなはちユダヤ人 ''« 同胞たりぇない。 

五" 公 ^ に 非ざる 者は ^ に 容人 として 獨 逸® に 生活し ぅる。 

六、 E 家の 指 3および法体に關する決定權は公民にのみ與へらる。 

は 公民に よつ て 卜：： めら る。 

七* ^ * は公民の嫌業および生活にっき |« « すべき » 務を & ふ。闽家が全人ロを養ひ得 
ざる 場合 •揭逸 公民に 非ざる ものは 追放 さる、 こと あるべ し。 

非® 逸人の！ 2逸への移住を姐 111 すること。1九ー四年八月ニ：=以降の非獨逸人移住 
者は これを 3 ： 外に 退去せ しむべし** 

九，公民はすべて同一の撖利*義務を有す。 

十、 公民の 第一 義務は* SE 神 的 または 肉 «的の生產に從卑すること。個人の行爲は公共 
の 利签に 反して はならない。 

十一、無戰ならびに不«所得の排除，「利 1* 奴»の打破」を要求す。 



同胞け 獨逸 人の 血統 



從つて すべての <金 



十三 

十四 

十五 

十六 

業. 

十七 

防止 



十八 



I にょつ て 個人的 利？ f ことは 排擊 されなければ ならぬ。 

旣成 fr 社 化の トラスト 企 * を ® 赞化 する こと。 

大企業よ り 性ず る利签 の 分 ft # 求 0 
赉老制 度の 完成。 

健全なる 中 翁 f 翌| す—— i #、 f す こと。 小 商 こ 



者の 救濟配 礅。 

土地 制度 S 改革 一 公益の ため Q 土地 無 思？， 柚 代 S 止-土 地资貢投 拽 o 



公 f —する 行 f なした f ?1 に處 し、 卑劣— 5 的 S 者 
金利業者-奸商等识罪犯は死刑に處すべし。 

十九 0丨マ法を發して獨逸矜通法を « 施する> 






二十 •全 S 制度の 根本的 着し 〇 S 勤勉— 人は すべ— 曹| け ぇられ 
ミ やぅ 特运 辯して 天分®*— 芝 is-IKW で 装— YI 
ニ2%提址5-5ため*母户_衾年寡思禁止，|の典務ならびにこ 



mmm§mFtrrx.-kr 
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ー十ニ、俺兵を»し阀民取を組織す。 

一十三* 政治的 说 13 の棑架 、獨逸 新聞の 褊輯者禁者は阔民同胞でなければならぬ。非 
獨逸的新聞は許可を耍1*逸語を以て印刷されてはならない。非獨逸人は獨逸新聞の 
經營に關與することはできない。公安を寄する新聞は禁止され、阈 ^ 生活を55 « せし 
むる 文®* 術を 棑擊 する。 

一十 四 • 阔家の存立を危くせや、かつゲルマン民族の遒德風矜に反せざる限0、-:- /1.; 敎信 
仰の 自由を 認む 。ナチ ス 酱はユ ダャ的 唯 物 キ *葙 精神を 排し r 私益に 對する 公 ^ 優先」 
の觀念にょつてのみ獨逸阐民の恒久的更生ぁるを確僧する。 

ー十五、 3 固なる獨逸阈^<槊樓ヵの確立。全_土に對する政治的中央謹會の絕對柵能 
樹立、 各 聯邦 3 « に 獨逸阈 の 法# を 遂行せ しむる ため 防 級 a fr おょび W 能 議柃 を 梢 成 

せし むる こと，. • 

黨の指導者らは、必要とぁらばその生命を賭して以上條項の娈求甘微のため努カする • 
ことを « ふ。 
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黨眞となる (; 1-< 

一、 道路 人夫 も 1 M l : なれる 
ニ、 現在の 锇 ：3齩は七、八；2:萬 

今 now 逸 «内でょく限 .-: つ<のは左牌に ^ の印の腕韋をつけた人 -* でぁる。道 |5 人夫 
や運 +| 手父そジ£:!動車に乘つてゐる » * . « やエ場主の中にもこれをつけて&る ^ がぁる0 
これは そグ 人* が ナチ ス箱 “(闽 «- 社 # +ー % 獨逸穷 «1 來0)で 2> ることを示すためでぁる〇 
黨 cn:— は 「R 志」 (ヵメラ— ド 付 某〕.^ 呼び 他の® 稱は 略し . y •ひに 交す 梭孩も 「ハィ 
ル * ヒトラー」と言ひ，古代獨逸の習坩に從つて右手 «- $ げる。そして入«した者は网 * 
民衆© 0 め |£; 奉仕しなけれぱならぬ。從つて « に採用するに |1 粧格な詮衡が行はれる。 ,« 
~ .たる ^ 格は ^ 粹の獨 逸 人た る ことを 第 一條 件と して 財庞や 帐 * は問趣ではないが*身許 
委に して-^ 禁固 Q 人物で なければ ならない 。辜は g 則と して 金に® し 優先的に 考 
麻され る。 

い i ナ爹 K 黨創立以来の黨0:數を示せば左の迎りでぁる0 



九 一九 年' • 一 H 五日 1 「ドィッ 5 ? (« 黨」创立。 

九 一九， 小 •九：：：： 一六 日 —— ヒト ラー參 加、 ¢¢3 ヒ名 となる。 

九ー九年末 I JR 32 六 四 名。 

九 ニ o 年 •八：： r 八日 —— 「 K K - ih 舎 主我 獨逸穷 働 % 」、 \ *? ]) 又会)なる芘名決记 

九ニ〇年末 丨丨 策@ -; 〇 00 名。 

九ニー^-*ヒ£::ニ九 1:1 — ヒ トラ 1 * ナチ K #: ri となる。 

九 ニ 一年 末 i i M > 〇〇 o 名。 _ - 一 
九ニ一ニ年*1ー31三0: —— ナチ ス解故を命ぜらる。當時 » _斗 ^ ，七八七名。 J/ 
九ニ 71 : 年*ニ=:ニ七= —— { ;« 再杜。 . 

九ニ /|: 年末！ »: 3 ::ニ.；^ 000 名。 

九 ニ 六 年末 —— f H E cy 〇〇〇 名。 

九ニ七¥, /1: 月 /; ロ —— ベルリンに おいて ナチ ス « «• 止。 

九 ニ t 年末 »: H -L* ニ、 o〇〇 名。 

九 二八^- •八：：：： 三 一日 ベ ルリンにおける贫斧 | 1 -. 八”解除。 

九 二八 年末 I * 22 一 〇 八、 〇〇os。 

\ 

$ 







一丸 ニ 九 年末 —— »: H I 七 六、 〇〇〇 名 • 

I 九 三 〇 年末 —— 三 八 九、 〇co 名。 

I 火 三 一年 末 —— 黨：3 八 〇 六* 〇〇0 名 0 
一 A 三 ニ 年 •四 行 —— 誓： w . 〇〇〇、 〇〇〇 名 0 
一九 三 ニ 年末 —— 沒 ® i 、 ニ 〇〇•〇〇〇 名。 

一九 三 三年 •五月 一日 —— 蘇：：：： 二、 九〇〇、 〇〇〇名0以後人寂停止0 
一九 三し 年 •五月 I 日 —— 人 % 停止 解除。 

ナチ ス ** :3となる资格は前節に揭げた通0であるが*その人冬數は主としてヒトラ1* 
ユーゲントから袖充される。しかして總 « ::;數は职則として獨逸人ロの十分のーといふこ 
とになつてゐるから、現在 » 0は七 6* 萬乃至八百庳人とみられる〇 



戦時下 ナチ ス靑年 指導 

一、 五； C 萬の 靑 少年少女 活躍 
ニ、 人 n 過 刺な 地域から 稀少の 地域へ 

戰爭の 起る 毎に そして® 爭に參 加して ゐる W は 何 處で^ |£年を如何に » 有し，如何に指 
導せ ねばならぬ かと S ふ 問 35 に 逢 * する。 特に 長期に £ つた 世界 大® 中には この やぅな 問 
« が重ねて起り，到る所でこの問題をどぅ解決しやぅか4試みられた。今次0戰爭が勃 » 
する や* 逸に 於て の 問題が 起つ たが-これは 特に 揭逸に 於て は 靑年 指導者の 九 〇％が 
ヒ トラ ー • ユ _ゲントおょぴ獨逸姑女團に^*して&るので問超が一曆* 3 ? になつてゐ1 
が 到る 所 视めて急激にこれら»困難は克服された。そして今=:では狨迪の靑年播導は戰爭 
中に も 出来る 极 o そして a « l.: »i c x w u: is©t fc) t & o T ^ 2. 。 

十 四歲から十八歲1での货少年男女九存 » 以上が今では獨逸の經濟生活や獨»努働1 
の靑年 部で 忠货に 活動して ゐる。戰争中といへども靑年指導のこの次の根本目的は相 * ら 
ず持按されて & る。 卽ち靑 年は 麩 止と いふ ことにょ つて® 制される ことなく 敎 W にょつ て 



項 かれなくて はならない。 そして 職 衆 较 W は 全力を 取げ てこれ— けて 行かな けねば なら 
ない。 t れと 同じく 靑少年 の 城業敎 食に あつて は それが、 手工業で あらう と秦 であ— 
と 或は ェ * でぁらぅと*これが決して ^ 齡ではなくて、敎育なのだとぃふ铒卯も繫持さ 
れる。このゃぅにして錁せられる使命は. « 際戰時下に於て父の檐*ゃ時には坻の撖索的 
な 活動に よつ て兩 親の 下で •遂行され る 桁 垛が平 時よりも 殺 格で ない ことによ り 特に 軍 •要と 



5{ H » ft ヶ年 0 間に 得られた 控 驗 は 勿論 これを その ま、 今日の 狀態に lli w して 行ける ので 
獨逸すづ年ゾ ^ ^ は今^:1の » ^ な條 «* 下でも明確な方針士|妨の « ^ *: ょつて隹し6 » て 
行く こみが 出來 る。 

一九 三 六 年 I ニ 月 | 日に 公布され たヒ トラ ー • ユーゲントに關す？法律に基きアドル 
フ •ヒ トラ ー の责年 にょ o て 指 ® さるべし となす 府則が » 行 に 移された。 旣にト •述せ る 如 

4 どす •へて 少年 f 獨審 餐盡眷 5 九 9〃 が 兵役：^ し 若.， 

自山志願をしてゐる0しかも » 時中にも靑年 «: « 官の數を咐すことに成功してゐる。何故 
かと 言 ふと 一九 三 八 年には ニ闲三 百 名の 靑尔監 舒宵とー离四千五&ニ十名の女子汽牛監？ 
官が 商業に 還して ゐ たが* 一年 半の® 供の 後には この 歎は ニ S 五〒 七星 十五 名 おょび 



ニ ^ 七 ^ 七十四名に抱加してゐる。この自山意志にょる指導カはその活勘 *(: ょつて約ニチ 
九百 ^ の靑少年を指導してゐる。同數の靑少年が三 ^ 三千四百九十ーの地^^年監 # 部に 
於て 地^ E ハ 小 監督官 おょび 女子 地力 監锊官 にょ o ltt 域 奉公に 當 つてゐ る。 

靑^-大僉や靑少年の夕べ(昨年のみでも四十三离五千の大會と四禹七千のアーべント 
が M かれた〕 には 團槩ハ 夕が 盛大に 開かれた •保健 上の 指導には ヒ トラ ー i 1ゲント» 
* の 0^にょ 〇 て殊の外の注意が拂 |1 れる〇これにょつて極度の^*上の疲勞その他の危 
» を 未然に防ぎ、 橄萊 的な 活動を 行 ふぅちに 更 に激しい仕車にも耐ぇられるやぅな «8 を作 
り 上げる。 

最も資仔があり"將來殊に注目すべき分野は ^ 校を卒 * せる少年*少女眾の酿場への配 
» である。彼等が國策や經濟政策の求めに應じ \: 後進 # の橄 * 敎育や |[ 1 ! » :* 指導を行ふこと 
が 次期^- 指導の 使命で ある。 これは 兩親か ら望 1 れるた めの みで なく、 大いに 做 迎 され 
るものである。この場合靑年指導法の上で筑要さを加へて來るのが*靑少年を人门遇剩な 
地域から播少な坫域に移し、その他の敎場や靑少年の家に收容することである。從來まで 
男子のためには再ニ十四、女子には五十三の靑少年0 « が迭られた〇これ等の家は五十人 
乃至干五百人の人員を牧容出來る。 
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